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　灘地区で６月中旬からビワの収穫が始まりました。今年は春先からの低温

や日照不足などで収穫が１週間ほど遅れました。ビワを１つずつ丁寧に収穫

をしていた丸本之一さんと眞理さん（灘）は、「今年の田中ビワは実が大きく、

甘くてみずみずしいです。」と笑顔で話します。ビワは７月上旬まで市内の店

頭に並びます。（６月15日撮影）
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先
月
号
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
「
南
三
陸
町
」
訪
問
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
か
ら
「
津
波

警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

ま
ず
高
台
に
逃
げ
る
こ
と
。
日
頃
か

ら
実
践
訓
練
を
行
い
、
避
難
路
や
避

難
場
所
な
ど
、
自
分
自
身
の
頭
と
身

体
に
十
分
覚
え
込
ま
せ
て
お
く
こ

と
」
と
熱
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

合
併
後
「
防
災
対
策
」
を
最
重
要

施
策
と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

も
う
一
度
検
証
し
直
し
、
避
難
路
の

再
整
備
調
査
や
現
地
対
策
本
部
の
再

考
、
津
波
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

と
併
せ
て
、
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
発
生
時
に
大
き
な
役
割
を

担
う
消
防
団
、
自
治
会
、
自
主
防
災

組
織
、
自
衛
隊
、
警
察
、
医
療
機
関
、

生
活
資
材
調
達
業
者
な
ど
と
の
連
携

強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
各
団
体
組

織
内
で
の
行
動
計
画
な
ど
再
点
検
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
自
主

防
災
組
織
の
役
割
が
重
要
で
す
の

で
、
再
度
議
論
・
検
証
を
重
ね
て
い

た
だ
く
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
早
期
に
学
校
耐
震
化

１
０
０
％
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の

整
備
な
ど
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ハ
ー
ド
事
業
に
は
限
界

が
あ
り
、
❶
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
❷
家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
❸
地

域
の
命
は
地
域
で
守
る
こ
と
が
原
則

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
の
入

手
、
行
動
、
準
備
と
併
せ
て
、
機
会

あ
る
ご
と
に
家
族
で
の
団
欒
、
地
域

の
会
合
で
地
震
・
津
波
を
話
題
に
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

情
報
伝
達
を
徹
底
す
る
た
め
、
今

年
整
備
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
少
し
で

も
早
く
地
震
の
予
兆
を
知
ら
せ
、
携

帯
電
話
に
よ
る
防
災
ネ
ッ
ト
、
停

電
し
て
も
２
時
間
は
稼
動
で
き
る

１
１
０
本
の
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

を
通
じ
屋
外
へ
発
信
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
を
使
っ
て
屋
内
へ
放
送
し
ま

す
。
ま
た
、
発
信
側
の
停
電
に
備
え

た
発
電
機
の
活
用
や
洲
本
市
と
も
接

続
し
た
光
ケ
ー
ブ
ル
断
線
時
の
逆
方

向
通
信
対
応
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
逃
げ
る
、
命
を
守
る
」
た
め
の

行
動
で
は
、
避
難
場
所
や
通
路
を
頭

の
中
に
叩
き
込
み
即
座
に
逃
げ
る
。

家
族
や
親
戚
、
ご
近
所
や
自
主
防
災

大
震
災
に
備
え
「
命
を
守
る
」
行
動
に
全
力
を

▲市役所部次長会で被災状況や今後の支援について話す中
田市長（５月31日）

組
織
な
ど
と
の
対
応
手
法
や
連
絡
方

法
、
逸
れ
た
時
の
集
合
場
所
な
ど
確

認
し
て
お
く
。

　

準
備
で
は
、
防
災
訓
練
に
真
剣
に

参
加
す
る
。
通
帳
や
印
鑑
な
ど
大
切

な
も
の
や
懐
中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
水

な
ど
災
害
必
需
品
の
備
蓄
や
常
に
持

ち
出
せ
る
位
置
に
置
い
て
お
く
。
家

具
の
固
定
を
行
い
、
市
が
補
助
し
て

い
る
耐
震
診
断
や
耐
震
化
（
例
え
ば

寝
室
を
シ
ェ
ル
タ
ー
化
す
る
）、
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
共
済
へ
の
積
極
的
な
加
入

な
ど
を
行
う
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、是
非
と
も
災
害
時
に
全
て
の
「
命

を
守
る
」
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
全

う
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支

援
の
た
め
義
援
金
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

義
援
金
総
額
※
６
月
21
日
現
在

　

２
２
８
３
万
６
０
３
３
円

❶
個
人
・
団
体　

３
０
９
件

　

１
８
１
１
万
３
０
８
７
円

❷
義
援
金
箱　

１
６
１
件

　

４
７
２
万
２
９
４
６
円

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

義
援
金

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

中
学
２
年
生
の
職
場
体

験「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」が
５
月
に
行
な
わ
れ
、

市
内
７
校
５
２
６
人
が
地

域
で
活
動
し
ま
し
た
。こ

の
活
動
は
、
社
会
で
の
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
直
接
学

ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
し

て
お
り
、
今
回
で
14
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

生
徒
ら
に
と
っ
て
は
、
保
育
園

で
園
児
へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
農
園
で
の
野
菜
の
収
穫
・
出

荷
作
業
な
ど
５
日
間
で
様
々
な
体

験
を
通
じ
て
働
く
こ
と
の
厳
し
さ

や
大
切
さ
、
や
り
が
い
な
ど
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市 

活
性
化
委
員
会
が
22
年
度
報
告
と
提
案

▲子育て学習支援センターで
子どもとふれあう生徒

▲農園や保育園で体験学習をする生
徒たち

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験
ツ
ア
ー

　

昨
年
３
月
に
市
か
ら
委
託
を
受

け
て
「
市
の
活
性
化
」
に
向
け
た

各
種
協
議
や
実
践
活
動
を
進
め
て

き
た
「
南
あ
わ
じ
市
活
性
化
委
員

会
」
が
、
5
月
25
日
、
中
田
市
長

に
22
年
度
の
活
動
報
告
と
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
活
性
化
し
た
ま
ち

の
姿
と
は
、「
市
に
暮
ら
す
全
て

の
人
た
ち
が
、
自
ら
の
役
割
や
仕

事
が
あ
っ
て
、
健
康
で
生
涯
現
役

で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ

る
」
と
し
て
、
今
後
も
、
ま
ち
の

活
性
化
に
関
す
る
構
想
や
ア
イ
デ

ア
を
検
討
し
て
、
市
へ
提
案
し
て

い
く
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
が
参

加
し
て
意
見
交
換
で
き
る
機
会
の

「
夢
を
形
に
す
る
広
場
」
を
開
催

し
た
り
、
活
性
化
を
担
う
人
材
発

掘
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
進
め
る
。  

　

さ
ら
に
、
近
く
支
援
・
協
働
の

組
織
と
し
て
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」

を
発
足
さ
せ
る
な
ど
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
提
案
と
し
て
は
、

▼
古
事
記
１
３
０
０
年
祭
を
契
機

と
し
て
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
歴

史
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
実
施　

▼
た
ま
ね
ぎ
小
屋
の
風
景
な
ど
を
活

用
し
た
景
観
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

の
素
材
を
使
っ
た
事
業
展
開

▼
音
楽
祭
の
開
催
な
ど
で
、
地
元

出
身
の
音
楽
家
の
活
動
基
盤
づ
く

り
や
音
楽
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り

▼
災
害
時
や
ま
ち
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
防
災
ラ
ジ
オ
局（
Ｆ
Ｍ
局
）

の
開
設

▼
若
手
農
業
者
と
行
政
と
の
定
期

元
農
家
と
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
集
客
を
計
画
す
る
観
光
施
設
の

休
暇
村
南
淡
路（
福
良
）、そ
し
て
、

読
売
新
聞
「
わ
い
ず
倶
楽
部
」
の

３
者
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
淡
路

島
た
ま
ね
ぎ
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
阪
神
か
ら

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
44
人
の
同
倶

楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
地
元
の
営

農
研
究
会
リ
ー
ダ
ー
の
土
居
利
幸

さ
ん
の
指
導
で
収
穫
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。
参
加
者
中
37
人
は
、

昨
年
11
月
に
定
植
体
験
ツ
ア
ー
に

も
参
加
し
た
人
た
ち
で
「
収
穫
も

ぜ
ひ
、
体
験
し
た
い
」
と
の
希
望

も
多
く
今
回
の
ツ
ア
ー
が
実
現
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
「
自
分
た
ち

が
植
え
た
苗
が
、
こ
ん
な
に
大
き

く
立
派
に
育
っ
て
い
る
の
に
感
激

で
す
。
ブ
ラ
ン
ド
の
淡
路
島
た
ま

ね
ぎ
を
い
ろ
い
ろ
料
理
に
使
っ
て

食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」
と

喜
び
の
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
収
穫
を
体
験
し
た
後
は
、
休

暇
村
で
の
昼
食
と
温
泉
入
浴
で
、

日
帰
り
ツ
ア
ー
を
満
喫
し
ま
し

た
。

　

当
初
、
同
地
区
農
家
と
休
暇
村

と
の
農
商
工
連
携
事
業
を
手
が
け

た
市
の
商
工
観
光
課
も
「
こ
の
よ

う
な
観
光
と
農
業
が
結
び
つ
く
事

業
へ
の
橋
渡
し
や
手
助
け
を
進
め

て
行
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

▲16人の委員を代表して中田市長に提案
書を手渡す木田薫委員長（左）

旭
日
双
光
章
を
受
章

　

春
の
叙
勲
で
、
乙
井
勝
次
さ
ん

（
賀
集
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。発
令
は
４
月
29
日
。

　

乙
井
さ
ん
は
昭
和
46
年
か
ら
旧

南
淡
町
議
会
議
員
と
し
て
、
市
議

会
議
員
も
含
め
30
年
４
か
月
の
永

き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

町
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
と
し
て

福
祉
、
教
育
の
環
境
整
備
に
取
り

組
み
、
市
の
総
合
防
災
対
策
特
別

委
員
長
も
務
め
ら
れ
、
防
災
整
備

の
拡
充
な
ど
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  ▲乙井勝次さん

乙
井
勝
次
さ
ん

　

賀
集
高
萩
地
区
で
5
月
19
日
、

新
た
な
農
業
経
営
を
模
索
す
る
地

的
な
意
見
交
換
会
の
実
施

▼
高
齢
者
や
障
害
者
に
も
働
く
場
を

創
出
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム

▼
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
農
業
や
海

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
を
発
展
さ

せ
た
実
践
活
動

▼
事
業
化
に
向
け
た
「
ネ
ッ
ト
試

験
販
売
」
の
継
続

▼
活
性
化
に
関
す
る
市
民
と
の
意
見

交
換
や
研
修
と
学
習
の
場
づ
く
り

な
ど
の
内
容
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
と
提
案
を
受
け
て
、

「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
推
進

し
実
践
す
る
市
と
し
て
、
中
田
市

　

中
嶋
長
史
さ
ん
が
、
長
年
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権

問
題
に
つ
い
て
の
相
談
や
人
権
思

想
の
普
及
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
と

し
て
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
人

た
ち
か
ら
の
人
権
に
関
す
る
相
談

を
受
け
た
り
、
人
権
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

表
彰

長
は
、「
課
題
も
多
い
社
会
情
勢

の
な
か
で
、
行
政
だ
け
で
物
事
を

進
め
ら
れ
る
状
勢
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
多
く
の
市
民
の

方
々
の
知
恵
や
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
し
、
そ

の
よ
う
な
人
達
が
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
大
き
な
要
素
と
な

る
。す
ぐ
に
で
も
取
り
組
む
も
の
、

調
整
し
て
取
り
組
む
も
の
な
ど
を

吟
味
し
て
、
こ
の
提
案
を
積
極
的

に
受
け
と
め
、
行
政
と
し
て
も
、

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
汗
を
か
い

て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

中
嶋
長
史
さ
ん

▲収穫のたまねぎを手にするツアー参加者。「わいず
倶楽部」は55歳以上の人たちが集う会員制の組織です。
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 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

４ 月

９:00～ 10:30

三原保健センター
11 月 緑保健福祉センター
20 水 西淡保健センター
25 月 南淡福祉保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

22 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   ７月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　    時間 場所

阿波踊り体操
６ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター20 水
27 水

※上記教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 21 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（23年３月生）

26 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（22年９月生）

12 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（21年12月生）

５ 火 12:30～ 13:00

３歳児健康診査
（20年６月生）

19 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（21年４月生）

15 金 13:00～ 13:30

強い歯・幼児フッ素塗布
（20年４月･20年10月生）

１ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（22年５月生）
（22年12月生）

６ 水

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
13 水 西淡保健センター
20 水 緑保健福祉センター
29 金 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（23年２月生）

28 木 ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室 ７ 木 ９:30～（予約制）
発達支援相談 ７ 木 13:30～（予約制）

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
14 木 11:30 ～ 16:00 緑保健福祉センター
19 火 11:30 ～ 16:00 三原公民館

● 元気はつらつ教室
内容  日 曜日　時間 場所

ヨーガ、お楽しみ喫茶 ７ 木 13:00 ～ 南淡福祉保健センター

● いきいき百歳体操モデル事業
内容  日 曜日　時間 場所

筋力運動（足腰が弱ってき

たと感じる人などが対象）
21 木

13:15 ～ 南淡福祉保健センター
28 木

～楽しく身体を動かしてみませんか？～
　概ね65歳以上の人が参加できます。途中からの参
加も歓迎します。※７～11月までの全10回を予定
場所　❶西淡保健センター❷南淡福祉保健センター
初回日程　❶７月８日（金）❷７月22日（金）
時間　❶午前10時～❷午後２時～
参加費　2,000円～3,000円程度
持ち物　飲み物、タオル、運動しやすい靴・服装
申込方法　直接会場へお越しください
問地域包括支援センター☎44-3006

足腰ピンシャン教室同好会

診察日 担当医師 備　　考
 ７月 ３日（日）富本康仁 医師

受診前に電話をおか
けください。
☎23ｰ2700
担当医は都合により変更
になることもあります。

 ７月10日（日）奥村　司 医師

 ７月17日（日）大橋　明 医師

 ７月18日（月）平山　穀 医師

 ７月24日（日）植村幹二郎 医師

 ７月31日（日）田中一宏 医師

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ７月 ３日（日）横山龍治 医師 日笠久美 医師

 ７月10日（日）斉藤雅文 医師 橋田友孝 医師

 ７月17日（日）柴田亮平 医師 福田郁夫 医師

 ７月18日（月）高田育明 医師 前田昌己 医師

 ７月24日（日）穀内純江 医師 福原正博 医師

 ７月31日（日）鈴木俊示 医師 真野雅文 医師

 休日小児救急診療（県立淡路病院）

◆麻しん風しん（第4期）予防接種
　麻しん風しん(第4期)予防接種は、新たに平成6年４
月2日～平成7年4月1日生まれの人のうち、修学旅行や
学校行事としての研修旅行で海外に行く人が接種できる
ようになりました。希望者は健康課まで連絡ください。

◆日本脳炎の定期予防接種（第１期）
　５月20日より、日本脳炎ワクチン接種の勧奨差し控え
によって接種できなかった第１期の不足分（１回から3回）
を20歳未満の間に接種ができるようになりました。特に、
平成13～18年度生まれ(年中相当～小学4年生)の子
どもは、1期接種が終わっていないことがあります。対象
者には順次接種のご案内をお送りします。平成19年度生
まれ以降の人は通常のスケジュールで接種してください。
第2期の積極的な勧奨は今後検討されることになってい
るため、通知を見合わせています。
問健康課☎44-3004

定期予防接種の対象時期の緩和

※上記教室のお問い合わせは、地域包括支援センター
（☎44-3006）まで

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　　時間 場所

食生活改善推進リー
ダー養成（要予約）

８ 金 10:00～ 松帆活性化センター

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 ７  木  13:00 ～ 姫路市民会館

年１回の健診で１年間の安心を
町ぐるみ健診が始まりました

問
診
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
が
ん
検
診
な

ど
を
行
い
生
活
習
慣
病
の
危
険
性
な
ど
を
調

べ
ま
す
。
町
ぐ
る
み
健
診
に
行
く
ま
で
に
持

ち
物
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
ま
で
に
チ
ェ
ッ
ク

❶
受
診
票（
問
診
票
）

❷
予
約
票（
受
診
日
時
・
健
診
場
所
・
受
診
項
目
表
示
）

❸
特
定
健
康
診
査
用
受
診
券（
40
歳
〜
74
歳
、

南
あ
わ
じ
市
国
民
健
康
保
険
の
人
も
必
要
）

❹
医
療
保
険
証

❺
自
己
負
担
金

受
診
時
の
注
意
事
項

①
全
額
自
己
負
担
に
な
る
人

　

医
療
保
険
未
加
入
者
や
特
定
健
康
診
査
用

受
診
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
特
定

健
康
診
査
は
全
額
自
己
負
担（
65
歳
以
下
＝

５
２
５
０
円
、66
歳
以
上
＝
３
８
７
５
円
）で
す
。

②
従
業
員
本
人

　

職
場
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
40
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
の
人

　

被
扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
（
40
〜
74

歳
）
は
、
市
と
契
約
を
か
わ
し
た
医
療
保
険

者
の
み
受
診
で
き
ま
す
。
お
勤
め
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
医
療
保
険
者
よ
り
発
行
さ
れ

る
特
定
健
康
診
査
用
受
診
券
が
な
い
場
合
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　７月１日から「町ぐるみ健診」が始まります。何より大切な命と健康。年に１度の健診で向き合うことがあなたと
家族の幸せにつながっています。年１回は健診を受け、健康を確認しましょう。町ぐるみ健診は予約制となってい
ます。まだ、申し込みされていない人は、至急、健康課までご連絡ください。
問健康課☎44-3004

ぐ
る
み
健
診
で
は
、
身
体
計
測
（
身

長
・
体
重
・
腹
囲
）
や
血
圧
測
定
、

町

健診申込者数（概算）

19歳～39歳 1,296人

40歳～74歳
（内国保加入者）

6,128人
（4,414人）

75歳以上 1,442人

検診項目 申込者数

肺がん検診 8,775人

胃がん検診 4,434人

歯周疾患・口腔がん検診 2,076人

大腸がん検診 6,764人

乳がん検診 1,442人

健診の日程表
※午前中のみ健診の日があります

日 月 火 水 木 金 土

　　…西淡保健センター

　　…南淡福祉保健センター

　　…三原保健センター

　

◆緑保健福祉センター

　８月３日～６日、８日

※子宮がん検診＝８月３日、６日

※午前中のみの健診＝８月４日、８日

◆南淡福祉保健センター

　９月２日～３日、５日

※子宮がん検診＝９月３日、５日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  

 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

10　11　12　13　14　15　16

17　18　19　20　21　22　23

24　25　26　27　28　29　30

31

  ７月

＝子宮がん検診       ＝午前中のみ健診

  8月

  9月

▲平成23年５月３１日現在の数字です

◆
が
ん
検
診
は
、
会
社
等
で
検
診
を
実
施
し

て
い
な
い
場
合
の
み
受
診
可
能
で
す

◆
特
定
の
年
齢
の
人
に
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

（
大
腸
が
ん
、乳
が
ん
、子
宮
頸
が
ん
、肝
炎
ウ
イ

ル
ス
）を
配
布
済
で
す
。当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
定
日
時
の
都
合
が
つ
か
な
い

　

次
の
日
程
・
時
間
帯（
午
前
11
時
〜
11
時
30

分
、午
後
２
時
〜
２
時
30
分
）を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。変
更
の
連
絡
は
不
要
で
す
。た
だ
し
歯
周

疾
患
・
口
腔
が
ん
検
診
は
全
日
午
前
の
み
で
す
。

【お詫び】
町ぐるみ健診をお申し込みの人に予約票を送付しております。
その中で、大腸がん検診の料金表示が間違っておりました。
1,200円となっておりますが、正しくは500円です。
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2011.7.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振
興
券
を
発
売

発
行
総
額　

２
億
２
０
０
０
万

円（
２
０
０
０
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
）

取
扱
店
舗　

市
内
約
６
４
０
店

有
効
期
間　

８
月
１
日（
月
）

〜
翌
年
１
月
31
日（
火
）

販
売
価
格　

１
セ
ッ
ト
１
万
円

※
１
０
０
０
円
11
枚
綴
り

対
象　

市
内
在
住
者
で
１
人
２

セ
ッ
ト
ま
で（
高
校
生
以
下
ま
た

は
代
理
購
入
不
可
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
７
月
21
日
（
木
）
の
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

　 第４弾　

耕
作
放
棄
地
対
策
の
助
成
事
業

　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま

す
。
適
正
な
保
全
管
理
や
、
貸

借
等
に
よ
る
農
地
の
有
効
利
用

を
し
ま
し
ょ
う
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊

急
対
策

　

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
た

め
、荒
廃
の
程
度
に
応
じ
て
10
ａ

当
た
り
５
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
要
件

❶
農
振
農
用
地
区
域

内
の
耕
作
放
棄
地

❷
農
地
再
生
作
業

に
、
10
ａ
当
た
り

10
万
円
以
上
の

労
力
と
経
費
が

必
要
な
農
地

❸
再
生
後
貸
借
等
に

よ
り
５
年
以
上
の
耕
作
を

行
う
こ
と

耕
作
放
棄
田
保
全
事
業

　

農
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、

耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
の
１
年

間
の
管
理
経
費
の
う
ち
、
市
が

10
ａ
当
た
り
１
万
円
以
内
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　

国
土
利
用
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

市
で
は
、「
国
土
利
用
計
画
」

と
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画

　

国
土
利
用
計
画
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
の
区
域
に
お
け
る

土
地
の
利
用
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
た
計
画
で
、
全
国

計
画
及
び
兵
庫
県
計
画
を
基
本

と
し
、
か
つ
市
の
総
合
計
画
と

の
整
合
を
保
ち
、
策
定
し
て
い

ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
都
市
計
画
の
観
点
か
ら
長

期
的
な
視
点
に
た
っ
て
、
社

会
・
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
上

位
計
画
で
あ
る
市
の
総
合
計
画

や
南
あ
わ
じ
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

な
ど
、
各
計
画
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
市
の
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

場所 発売日時

緑市民センター 発売日時
❶７月23日（土）
❷７月24日（日）
　９：30～18：00

※完売した時点で終了
※❶・❷で売れ残った
場合は、７月25日
（月）以降、新たに
発売します

西淡公民館

三原市民センター

南淡公民館

　

淡
路
瓦
屋
根
工
事
奨
励
金

　

淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住

宅
の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築

主
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象（
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
人
）

❶
新
築
・
改
築
後
２
年
以
内

❷
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上

の
住
宅
で
、
葺
き
替
え
の
場

合
は
瓦
使
用
部
分
の
80
％

以
上
を
葺
き
替
え

❸
店
舗
等
併
用
住
宅
は
住
居
部

分
が
２
分
の
１
以
上

❹
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

に
加
入
し
て
い
る

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

申
請
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
商
工

観
光
課
（
☎
37
・
３
０
１
２
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い▲市では地場産業の振興と甍街なみ

景観の形成を目的に奨励金を交付し
ます

大切な家を
しろありから守り隊

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

地元の業者にお任せを！
気軽にご連絡ください。

　 ７
月
３
日
（
日
）

　

地
域
環
境
美
化
活
動
に
取
り

組
み
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
淡

路
島
を
島
民
の
手
で
創
り
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
人
た
ち
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

全
島
一
斉
清
掃

荒れた農地を再生した事例。再
生前（上）、再生後（下）

　

人
権
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
に
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。
映
画
上
映
の
ほ

か
に
、
各
国
の
お
茶
の
販
売
や

人
権
相
談
、着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、

ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
・
記
念
品
あ
り

日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

映
画
※
入
場
無
料
、左
記
以
外
の
映
画
も
上
映

❶
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
＝

午
前
10
時
〜

❷
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
を
知
っ
て
い

ま
す
か
＝
正
午
〜

❸
島
田
洋
七
の
佐
賀
の
が
ば
い

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
＝
午
後
２
時
〜

場
所　

三
原
公
民
館

問
人
権
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
９

　

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請

　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日
に
、公
務
扶
助

料
等
の
遺
族
年
金
等
受
給
者
が

亡
く
な
る
な
ど
で
い
な
く
な
っ

た
場
合
、戦
没
者
死
亡
当
時
の

三
親
等
内
親
族
の
う
ち
最
先
順

位
者
１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給　

額
面
24
万
円

※
６
年
償
還
の
記
名
国
債

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
締
切
日　

翌
年
４
月
２
日（
月
）

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

市
営
分
譲
宅
地
の
販
売

　

次
の
分
譲
宅
地
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

随
時
、
現
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

問
企
業
誘
致
課
☎
37
・
３
０
４
６

み
ど
り
が
丘
団
地

松
帆
西
路
団
地

区画数 ３区画（約152～218㎡）

販売価格 498～863万円

単価（㎡） 32,700～39,500円

▼みどりが丘団地

みどりが丘団地平面図

公共用地
公園

調整池

公共用地

※
※

※

※
※※

※
※
※
※
※※

※※ ※ ※ ※ ※ ※

※※※※※
※※※※※

※

※ ※ ※ ※ ※

※

※※

※
※
※
※
※

※
※
※

218㎡
863.9 152㎡

498.1

 

単位：万円

至 国道

※ ・・・ 売却済区画

Ⓙ Ⓗ

33

158㎡
528.3

道路

道路

道路

※

N

初尾川

至 洲本

至 県立淡路
　 看護専門学校

洲本ICまで、車で約５分
ショッピングセンターまで、車で約５分

至 福良

 山添東  山添口堂

 国道28号線 

 県道125号線 

口堂橋北詰

 山添

Ｎみどりが丘団地

区画数 ４区画（約209～228㎡）

販売価格 587～649万円

単価（㎡） 28,000～28,500円

▼松帆西路団地

松帆西路団地平面図

※※

※※※※※※※

※ ※

※ ※※

※ ※

※ ※※

※※ ※

※ ※

道路

道路

至県道

道路道路

道路

山留

山留

調整池 ■…緑地帯
※…売却済区画

単位：万円

N

222㎡
633.7

228㎡
649.8 210㎡

589.0
209㎡
587.2⑪ ⑫

② ③

※ ※※

※※

※ ※

※

※※※※

県道福良江井岩屋線

至津井松帆西路団地

西淡三原ＩＣ

西淡三原ＩＣまで、車で約３分
陸の港西淡まで、車で約３分
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰまで、車で約２分

西淡庁舎

至五色

西路北

湊

西路至賀集

新　川

N

▲商い応援振興券

松井開発運輸㈱

「親切・丁寧・安心・適正」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

小さな小屋から大きなビルまで、どんな建物でも解体します。

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です
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花
火・火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止

◆
花
火
は
楽
し
く
安
全
に

　

遊
び
ま
し
ょ
う

　

夏
の
風
物
詩「
花
火
」。気
軽

に
楽
し
め
る
花
火
も
取
り
扱
い

を
誤
る
と
火
事
や
火
傷
な
ど
の

事
故
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

花
火
を
安
全
に
遊
ぶ

❶
気
象
条
件
を
考
え
、
風
の
強

い
日
は
花
火
を
し
な
い

❷
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
く
、

広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

❸
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
と

一
緒
に
遊
ぶ

❹
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
注
意

事
項
を
必
ず
守
る

❺
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
遊
び

終
わ
っ
た
花
火
は
必
ず
水

に
つ
け
る

　

地
デ
ジ
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で

あ
と
１
か
月
を
切
り
ま
し
た
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
は
、
７
月

１
日
か
ら
放
送
終
了
の
案
内

文
字
が
放
送
画
面
内
に
常
時

挿
入
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

７
月
24
日
正
午
に
は
ブ
ル
ー

バ
ッ
ク
の
「
お
知
ら
せ
画
面
」

に
移
行
し
、
同
日
24
時
ま
で

に
電
波
が
停
止
し
砂
あ
ら
し

の
画
面
と
な
り
ま
す
。

　

放
送
終
了
後
は
、
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
テ
レ
ビ

を
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
地
デ
ジ
の
準
備
を
早

急
に
お
願
い
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
、地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ

を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
で
は
、
無

料
で
電
波
受
信
状
況
調
査
や

個
別
訪
問
に
よ
る
受
信
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

☎
０
７
８
・
３
３
０
・
０
１
０
１

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
に
は

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す

る
か
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
受
信
機
を
設
置
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
さ
ん

さ
ん
ネ
ッ
ト
ま
で
。
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
工
事
は
お
近
く
の
電
気

工
事
店
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

※
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
デ

ジ
ア
ナ
変
換
に
よ
る
ア
ナ

ロ
グ
延
長
放
送
は
実
施
し

ま
せ
ん
。
加
入
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
地
デ
ジ
に
対
応

し
た
受
信
機
を
ご
用
意
く

だ
さ
い

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
支
援

　

国
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
で
き
な
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
に
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
１
台
支

援
し
て
い
ま
す
。支
援
に
は
お
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
２
３
・
７
２
４

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
送
付　
７
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す

受
給
者
証
の
交
付

　

交
付
に
は
所
得
の
申
告
が
必

要
で
す
。
対
象
者
で
も
所
得
の

申
告
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資

格
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

受
給
者
証
を
交
付
で
き
ま
せ

ん
。
対
象
者
で
届
い
て
い
な
い

人
は
平
成
22
年
中
の
所
得
を
税

務
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
が
な
く
て
も
申
告
は
必
要

で
す
。

※
平
成
23
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所

が
な
い
人
は
、住
所
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
平
成
23
年
度
所
得
証
明
書

（
住
民
税
所
得
割
税
額
の
控
除
の

明
細
が
わ
か
る
も
の
）の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い

福
祉
医
療
利
用
上
の
注
意

▽
払
戻
し
の
申
請
が
必
要
な
例

　

❶
受
給
者
証
が
使
え
な
か
っ

た
（
県
外
受
診
な
ど
）
❷
福
祉

医
療
の
受
給
者
が
補
装
具
な
ど

の
装
着
を
し
た
❸
老
人
医
療
で

１
か
月
の
一
部
負
担
金
の
合
計

が
限
度
額
を
超
え
た

▽
福
祉
医
療
の
助
成
が
な
い
例

　

❶
学
校
等
で
の
事
故
で
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
給

付
を
受
け
る
❷
他
の
公
費
負
担

医
療
の
給
付
を
受
け
る
❸
訪
問

看
護
を
受
け
る
と
き

福
祉
医
療
制
度
の
改
正

　

制
度
改
正
で
所
得
制
限
が
変

わ
り
ま
し
た
。
変
更
が
あ
る
医

療
制
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
医
療

対
象
者　
65
歳
〜
70
歳
未
満
の
人

所
得
制
限　

市
民
税
非
課
税

世
帯
で
、本
人
の
年
金
収
入
と

合
計
所
得
（
年
金
所
得
を
除

く
）を
加
え
た
額
が
80
万
円
未

満（
未
申
告
者
の
い
な
い
世
帯
）

（
高
齢
）重
度
障
害
者
医
療

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
所
持
者

所
得
制
限　

本
人
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
市
民
税
所
得

割
額
が
23
万
５
千
円
未
満

乳
幼
児
等
医
療

対
象
者　

０
歳
〜
小
学
３
年
生

所
得
制
限　

扶
養
義
務
者

の
市
民
税
所
得
割
額
が

23
万
５
千
円
未
満
。
な
お
０

歳
児
の
場
合
は
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん

問
保
険
課
☎
44 

・
３
０
０
３

【
お
詫
び
】
広
報
６
月
号
に
掲
載
し
た

対
象
者
の
所
得
制
限
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
前
記
の
と
お
り

で
す
。

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
を
次
の
と
お
り
執

行
予
定
で
す
。

※
告
示
日
の
午
後
５
時
時
点
で

定
数
を
超
え
な
い
場
合
、
選

挙
と
な
り
ま
せ
ん

告
示
日　

７
月
３
日（
日
）

投
票
日　

７
月
10
日（
日
）

問
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
43
・
５
０
０
４

　 アナログ放送　 今月終了

▲平成22年中、花火が
原因とされる火災は74
件発生しています

◆
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を

　

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
22
年
中
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
は
、
１
６
７
８
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
タ
ー
に
よ

る
も
の
が
９
７
７
件
（
58
・
２

％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
マ

ッ
チ
が
１
７
７
件（
10
・
５
％
）、

煙
火
が
74
件
（
４
・
４
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

火
遊
び
に
よ
る
火
災
防
止

❶
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出

し
な
い

❷
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
子
ど

も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に

置
か
な
い

❸
子
ど
も
だ
け
で
火
を
取
り
扱

わ
せ
な
い

❹
火
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見

か
け
た
ら
注
意
す
る

❺
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取

り
扱
い
を
教
育
す
る

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
南

淡
分
署
☎
52
・
０
１
１
９

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動（
７
月
は
強
化
月
間
）

　

市
で
は
、保
護
司
を
は
じ
め
各

種
団
体
と
と
も
に
こ
の
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。７
月
２
日（
土
）

に
啓
発
パ
レ
ー
ド
や
量
販
店
で
の

チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま
す
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
実
施

期
間

　

７
月
15
日（
金
）〜
24
日（
日
）

重
点
項
目　

❶
高
齢
者
と
子
ど

も
の
交
通
安
全
❷
自
転
車
の
交

通
安
全
❸
飲
酒
運
転
な
ど
悪

質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶
❹
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

　

タ
マ
ネ
ギ
残
さ
は
、処
理
施
設
へ

期
間　

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
。

平
日
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

❶
神
代
セ
ン
タ
ー
❷

北
阿
万
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金　

１
５
０
円
／
20
㎏

（
利
用
料
３
０
０
円
の
半
額

を
市
が
助
成
）

※
炭
化
物
は
３
０
０
円
／
40
ℓ

（
約
５
㎏
）
で
販
売

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
組
合

　

☎
42
・
０
３
５
６

　
「
引
田
家
資
料
」調
査
報
告
書
の
発
刊

　

昨
年
度
、
文
化
庁
の
支
援
を

受
け
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料

館
寄
託
資
料
「
引
田
家
資
料
」

の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
、
そ

の
成
果
を
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
紐
解
く

貴
重
な
資
料
も
多
数
掲
載
し
て

い
ま
す
。
市
内
図
書
館
、
公
民

館
に
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
淡
路
人
形
協
会

　

☎
37
・
３
０
２
０

　 　

敬
老
会
で
金
婚
夫
婦
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。
昭
和
37
年
中
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
市
内
在
住

の
ご
夫
婦
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
今
年
度
か
ら
、
昭
和

36
年
以
前
に
婚
姻
届
を
提
出
さ

れ
、
市
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
ご
夫
婦
も
受
付
け
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

市
の
窓
口
備
付

の
申
込
用
紙
に
戸
籍
謄
本

（
コ
ピ
ー
可
）
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
締
切　

８
月
22
日（
月
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

金
婚
夫
婦
表
彰

ⓒ日本民間放送連盟 2009

2011年７月
アナログ放送終了まで

あと　２４ 日
※広報発行月の１日を基準日としています

▲昨年の敬老会三原会場

　６月下旬郵送
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お知らせ

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
ク
ラ
ブ
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

（
６
月
５
日
、
西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

▽
①
チ
ー
ム
カ
ズ
さ
ん
②
チ
ー
ム

Ａ
ｚ
ｉ
ｓ
ａ
ｉ
③
ル
ビ
ー
＆
イ
ブ
③

Ｏ
Ａ
Ｔ
５

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

収
益
金
に
よ
る「
防
災
資
機
材

等
支
援
事
業
」「
図
書
整
備
支

援
事
業
」を
活
用
し
、防
災
備

品
と
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
販
売
実
績
に
応
じ

て
都
道
府
県
に
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
兵
庫
県
内
の
宝
く

じ
売
り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

▽
販
売
期
間　

７
月
11
日（
月
）

〜
29
日（
金
）

▽
抽
選
日　

８
月
９
日（
火
）

問
㈶
兵
庫
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
７
８
・
３
２
２
・
１
１
５
１

▲防災資機材

▲図書

　

23
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

　

23
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
率
等
が
決
ま
り
ま
し
た
。税

率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
高
限
度
額
は
医
療
分
が

51
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
が
14
万
円
、
介
護
分

が
12
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
所
得
金
額
が
一
定
基
準

以
下
の
場
合
、そ
の
段
階
に
応
じ

て
均
等
割
と
平
等
割
が
、７
割
・

５
割
・
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納

付
す
る
世
帯

　

該
当
す
る
世
帯
主
に
は
、７

月
中
旬
に
詳
し
い
内
容
を
通
知

し
ま
す
。一
定
の
条
件
を
満
た

す
場
合
は
、申
請
す
る
こ
と
で

年
金
か
ら
の
天
引
き
か
ら
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
へ
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

保
険
料
額

❶
均
等
割
額
４
万
３
９
２
４
円

❷
所
得
割
額（
平
成
22
年
１
月

〜
12
月
の
総

※

所
得
金
額
等
―

33
万
円
）×
８
・
２
３
％

※
総
所
得
金
額
等
…
収
入
額
か
ら
控
除

額（
公
的
年
金
等
控
除
額
、給
与
所

得
控
除
額
、必
要
経
費
）を
引
い
た
金

額
。所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控
除
、

扶
養
控
除
等
）は
含
み
ま
せ
ん

保
険
料
の
納
付
方
法

❶
年
金
か
ら
（
特
別
徴
収
）

　

10
月
か
ら
開
始
と
な
る
人
は

３
回
分
（
７
〜
９
月
）
は
口
座

振
替
か
納
付
書
で
の
納
付
と
な

り
ま
す
。

❷
口
座
振
替
・
納
付
書（
普
通
徴
収
）

　

７
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
毎
月

納
付
い
た
だ
き
ま
す
。
①
年
金

受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計

額
が
年
金
受
給
額
の
１
／
２
を

超
え
る
人
③
今
年
度
中
に
75
歳

に
な
る
人
④
保
険
料
納
付
方
法

変
更
申
出
書
を
提
出
し
て
い
る

人
な
ど
が
対
象
で
す
。

所
得
の
低
い
人
の
軽
減

❶
所
得
割
額

　

所
得
割
額
算
定
に
か
か
る

所
得
（
総
所
得
金
額
等
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
が
58
万

円
（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は

２
１
１
万
円
）
以
下
の
人
は
所

得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

❷
均
等
割
額

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
は
、
当
分
の
間
、
所
得
割
は

か
か
ら
ず
、
均
等
割
額
が
５
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
特

例
措
置
で
本
年
度
は
、
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す　

　

８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
被

保
険
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
有
効
期
限
が
短
い
被
保
険

医療分
（０～74歳）

後期高齢者支援金等分
（０～74歳）

介護分
（40～64歳）

所得割
【課税所得金額＊×税率】

7.7％ 2.0％ 1.5％
（7.7％） （2.0％） （1.5％）

資産割
【固定資産税額×税率】

21.7％ 6.3％ 4.3％
（21.7％） （6.3％） （4.3％）

均等割
【１人あたり】

2万9,000円 7,600円 8,400円
（2万9,000円） （7,600円） （8,400円）

平等割
【１世帯あたり】

2万5,000円 6,800円 4,100円
（2万5,000円） （6,800円） （4,100円）

最高限度額 51万円 14万円 12万円
（50万円） （13万円） （10万円）

▼23年度の税率等

家屋を滅失した時は、
税務課へ
   「家屋滅失届」
の提出をお願いします。

固定資産税係からのお願い

＊
課
税
所
得
金
額
・・・
前
年
中
の

総
所
得
金
額（
収
入
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
）か
ら

基
礎
控
除（
33
万
円
）を
差
し
引

い
た
金
額

（　）内は22年度分

❶固定資産税第２期
❷国民健康保険税第２期
　納期限

　　８月１日（月）
　自主納付の人は、忘れずに納付
をお願いします。口座振替の人は、
預金残高の確認をお願いします。

 市税の納期

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が
次の基準以下の世帯

軽減割合
（年額）

基礎控除額
33万円

被保険者全員の各所得が
０円 ※年金収入80万円以下

９割
（4,392円）

上記以外 8.5割（注１）
（6,588円）

基礎控除額33万円＋24.5万円×被保険
者の数 ※被保険者である世帯主を除く

５割
（21,962円）

基礎控除額33万円＋35万円×被保険者の数 ２割
（35,139円）

※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得

の範囲内で最大15万円を控除し、軽減判定されます。

（注１）本来は7割軽減ですが、軽減措置で8.5割軽減となります。

▼22年中の総所得金額等が一定額以下の人

者
証
（
短
期
被
保
険
者
証
）
を

送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
臓
器
移
植
の
法
律
改
正
で
、
被
保
険

　

者
証
の
裏
面
に
、
臓
器
提
供
の
意
思

　

表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ご
理
解

　

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
人
は
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の

一
部
負
担
金
の
ほ
か
、
入
院
時

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持

ち
で
８
月
以
降
も
引
き
続
き
対

象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
減
額
認
定
証
を
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
減
額
認
定
証
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
会

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

は
、短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。未
納
の

あ
る
人
は
速
や
か
に
納
付
す
る

か
、収
税
課（
☎
43
・
５
０
３
４
）で

納
付
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３　

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　

☎
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申

請
が
承
認
さ
れ
る
と
、
所
得
に

応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
全
額

（
１
万
５
０
２
０
円
）ま
た
は
一

部
免
除
さ
れ
ま
す
。（
左
表
参
照
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

（表２）申請免除の対象となる年間所得のめやす

免除の種類 単身世帯 ２人世帯 ４人世帯

全額免除 57万円 92万円 162万円

３／４免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

１／４免除 189万円 247万円 335万円

※２人世帯＝夫婦のみ、４人世帯＝夫婦＋子ども２人

（表１）免除時の納付額及び受給額

免除の種類 納付月額 年金の受給額

全額免除 0円 全額納めたときの２分の１

３／４免除 3,760円 〃 　　　８分の５

半額免除 7,510円 〃 　　　８分の６

１／４免除 11,270円 〃 　　　８分の７

※全額免除以外は、保険料を納付しなければ未納扱いとなります。

年
金
相
談

▽
日
時

　

８
月
５
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後

　

３
時
※
要
予
約

▽
場
所

　

南
淡
公
民
館

▽
定
員　

36
人

問
市
民
課

☎
43
・
５
０
２
３

　

県
単
独
緊
急
た
め
池
整
備
事
業

　

堤
の
侵
食
や
漏
水
、
洪
水
吐

の
壊
れ
な
ど
、
老
朽
化
が
進
み

早
急
に
対
策
す
べ
き
た
め
池
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
堤
の
決
壊
な

ど
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
同

事
業
が
期
間
限
定
で
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
た
め
池
の
管
理
者
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
事
業
期
間　

平
成
25
年
度
ま
で

▽
地
元
負
担　

事
業
費
の
14
％

▽
対
象　

受
益
農
家
２
戸
以

上
、事
業
費
１
０
０
万
円
以
上

問
農
地
整
備
課
☎
43
・
５
０
２
６

▲堤が侵食し変形

▲取水施設が老朽化

　

狩
猟
免
許
試
験

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩

猟
鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要
な
資
格

で
す
。

▽
申
込
期
間　

８
月
８
日（
月
）

〜
23
日
（
火
）

❶
知
能
適
正
試
験
＝
９
月
10
日

（
土
）
神
戸

❷
技
能
試
験
＝
９
月
25
日（
日
）

神
戸
※
❶
の
合
格
者
の
み

※
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対
象

に
し
た
初
心
者
講
習
会
を

８
月
６
日
（
土
）
神
戸
に
て

実
施
し
ま
す
。
講
習
会
の
申

込
み
は
７
月
28
日
（
木
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

看板に偽りナシ ！！

南あわじ市自動車整備協議会加盟店へ！
黄色い看板の自動車整備工場

自動車整備のプロフェッショナルの証です

　新規事業



募　

集

ご
案
内

❹
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー（
募
集
・
16
チ
ー
ム
）

▽
チ
ー
ム
編
成　

６
人
で
小
学
生

以
下
が
２
人
以
上

❶
〜
❹
共
通
事
項

▽
開
催
日
時　

８
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▽
場
所　

❶
〜
❸
＝
三
原
健
康
広
場

❹
＝
神
代
小
学
校

▽
申
込
締
切　

７
月
20
日
（
水
）

※
❷
〜
❹
は
募
集
チ
ー
ム
数
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す

※
チ
ー
ム
編
成
は
市
内
同
一（
旧
）小

学
校
区
の
人
で
編
成
。申
込
用
紙

お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、体
育
協
会
事

務
局（
☎
・
F 

42
・
５
６
３
０
）へ

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参

保
育
士
臨
時
職
員

❶
保
育
士
（
時
間
勤
務
・
若
干
名
）

▽
雇
用
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜

９
月
30
日（
金
）※
更
新
有
り

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

▽
賃
金　

時
給
９
０
０
円
〜（
交
通

費
別
途
支
給
、各
種
保
険
加
入
）

❷
保
育
士
（
延
長
保
育
・
２
人
）

▽
雇
用
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜

瓦
ば
ん

情
報

13

情報瓦ばん

2011.7.1発行

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
臨

時
職
員（
２
人
）

▽
内
容　

遺
跡
発
掘
現
場
で
の
図

面
作
成
や
測
量
作
業
等

▽
雇
用
期
間　

９
月
１
日
（
木
）

〜
翌
年
２
月
29
日
（
水
）

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

▽
賃
金　

時
給
１
１
０
０
円
〜（
各

種
保
険
加
入
）※
雨
天
時
の
室

内
作
業
は
時
給
８
７
０
円

▽
応
募
資
格　

高
校
卒
以
上
、
自

動
車
普
通
免
許

▽
選
考
方
法　

筆
記
・
面
接
試
験

▽
申
込
締
切　

７
月
15
日
（
金
）

※
履
歴
書
を
郵
送
も
し
く
は
持
参

▽
申
込　

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
と
姉
妹
提
携
を
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
セ
ラ
イ
ナ

市
か
ら
学
生
等
使
節
団
が
や
っ
て

き
ま
す
。

▽
必
須
語
学　

英
語

※
そ
の
他
の
語
学
習
得
者
も
歓
迎

▽
期
間　

８
月
12
日（
金
）〜
18
日（
木
）

▽
申
込
締
切　

７
月
20
日
（
水
）

▽
申
込
方
法　

電
話
に
て
国
際
交

流
協
会
（
市
長
公
室
内
）
☎
43
・

５
０
０
２
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

学
童
保
育
指
導
員

▽
内
容　

夏
休
み
中
、
主
に
小
学

校
低
学
年
の
児
童
に
、
遊
び
を

通
し
た
生
活
指
導
等
を
行
う

▽
勤
務
場
所　

市
内
学
童
保
育
所

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

６
時
の
う
ち
７
時
間
30
分
以
内

▽
賃
金　

有
資
格
者
（
教
員
免

許
も
し
く
は
保
育
士
資
格
）＝

時
給
９
０
０
円
。無
資
格
者
＝

時
給
８
７
０
円
。学
生
＝
時
給

８
０
０
円
。※
通
勤
手
当
支
給

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
と
資
格
証

明
書
の
写
し（
有
資
格
者
）を
添

え
て
郵
送
ま
た
は
持
参

▽
申
込
締
切　

７
月
８
日
（
金
）

▽
申
込　

少
子
対
策
課

　

☎
44
・
３
０
４
０

公
営
住
宅
入
居
者

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

❶
志
知
住
宅（
志
知
）

　

１
戸
、１
棟
１
０
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
昭
和
49
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
７
０
０
円
〜

２
万
１
１
０
０
円

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
八
幡
南
）

　

１
戸
、や
え
棟
３
‐
１
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
10
年
度

建
築
。家
賃
月
額
６
万
３
５
０
０

円
、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

◇
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
金
）

◇
公
開
抽
選
日　

７
月
27
日（
水
）

　

午
前
10
時
。西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
全
ス
ポ
予
選
）

❶
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成　

20
代
１
人
、30

代
３
人
、
40
代
４
人
、
50
代
１

人
、女
性
は
年
代
フ
リ
ー

※
参
加
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
、
別

会
場
又
は
２
週
に
分
け
ま
す

❷
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

▽
募
集
チ
ー
ム　

小
学
生
の
部
＝

20
チ
ー
ム（
４
人
）、フ
リ
ー
の

部
20
チ
ー
ム（
社
会
人
男
女
各

２
人
）、40
歳
以
上
の
部
＝
20
チ

ー
ム（
男
女
各
２
人
）

❸
囲
碁
ボ
ー
ル
（
募
集
・
32
チ
ー
ム
）

▽
チ
ー
ム
編
成　

３
人

12

し
た
人
、ま
た
は
見
込
み
の
人

▽
１
次
試
験　

９
月
18
日
（
日
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
☎
24
・
０
２
７
１

講
演「
腹
話
術
で
知
る
投
資
詐
欺

〜
最
近
の
消
費
生
活
相
談
か
ら
」

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
、
悪
質
な

犯
罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
市
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
※
入
場
無
料

▽
日
時　

７
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

木き

全ま
た

恭や
す

代よ

氏（
全
国
消
費

生
活
相
談
員
協
会
消
費
生
活
相
談
員
）

※
会
場
で
家
庭
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ー
ル
を
午
前
11
時
30
分
よ
り
行

い
ま
す
。
完
売
次
第
終
了
し
ま
す

問
消
費
者
協
会
☎
37
・
３
０
１
２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
43
・

５
０
２
３

淡
路
島
牛
乳
フ
ェ
ア

▽
日
時　

７
月
16
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
移
動
相
談

▽
日
時　

７
月
22
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

灘
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

問
フ
ロ
ー
ラ
す
も
と
☎
22
・
５
４
４
４

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
移
動
相
談

▽
日
時　

７
月
13
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

三
原
公
民
館

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F 

26
・
１
１
７
５

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
内
容　

補
装
具
の
交
付
や
修
理
お

よ
び
適
合
判
定
、補
装
具
装
用
指
導

▽
日
時　

８
月
19
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
締
切　

８
月
２
日
（
火
）

▽
申
込　

福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

自
衛
官
採
用
試
験

▽
種
目　

❶
防
衛
大
学
校
（
一
般
）

❷
防
衛
医
科
大
学
校
❸
看
護

学
生
❹
航
空
学
生
❺
一
般
曹
候

補
生
❻
自
衛
官
候
補
生

▽
受
付
期
間　

❶
〜
❸
＝
９
月
５

日（
月
）〜
30
日（
金
）、❹
〜
❻
＝

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
９
日（
金
）

※
説
明
会
＝
７
月
23
日（
土
）、31
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
２
時
。淡

路
島
駐
在
員
事
務
所（
洲
本
市
栄

町
２
の
１
の
20
）☎
24
・
２
４
４
９

ウ
イ
ン
ズ
・
き
ら
ら
夏
祭
り

▽
日
時　

７
月
23
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

問
ウ
イ
ン
ズ
☎
43
・
２
８
１
１

フ
ロ
ー
ラ
夏
祭
り

▽
日
時　

７
月
９
日
（
土
）

　

午
後
５
時
〜
８
時

▽
場
所　

フ
ロ
ー
ラ
す
も
と

問
フ
ロ
ー
ラ
す
も
と
☎
25
・
３
８
０
０

阿
万
海
水
浴
場
周
辺
美
化
活
動

▽
日
時　

７
月
20
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

阿
万
海
岸
海
水
浴
場

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談

◆日時　12日（火）・29日（金）13:30～16:30

◆場所　三原市民センター小会議室

問市民課☎43-5023 予約必要

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）

 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00

◆場所　三原市民センター２階

問市消費生活センター☎43-5099

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　14日(木）13:30～15:00
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課 ☎43-5023

司法書士会による相談
（無料登記・法律相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　19日(火）10:00～12:00

◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　25日(月）10:00～12:00

◆場所　県洲本総合庁舎

問司法書士 山下富弘事務所☎23-9171

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係

◆日時　11日（月）13:30～15:30

◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）

◆申込　☎32-1641（行政書士瀧岡光子）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談

◆日時　27日（水）13:30～15:30

◆場所　県洲本総合庁舎

◆申込　構研設計一級建築士事務所

☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 

◆日時　11日（月）13:00～15:00

◆場所　洲本総合庁舎（予約必要）

◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」

　　　　 ☎22-4152

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談

◆日時　毎週月水金の９:30～16:30

◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登

　　　　校、いじめ等に関する相談

◆日時　平日の９:30～16:30

◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ７月の
　無料相談

走
る
県
民
教
室（
第
３
期
分
）

　

県
の
施
設
を
見
学
す
る
バ
ス
の
借

り
上
げ
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
島
内
の
地
域
団
体（
20
人
以
上
）

▽
見
学
実
施
日　

９
月
１
日（
木
）

〜
10
月
31
日
（
月
）

▽
募
集
期
間　

７
月
19
日
（
火
）

〜
８
月
５
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
☎
26
・
２
０
０
９

福
良
港
伝
統
芸
能
ス
テ
ー
ジ

　

市
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
人
形
浄

瑠
璃
や
文
化
で
あ
る
盆
踊
り
、
和

太
鼓
を
観
光
客
や
地
元
の
人
に
披

露
し
、
地
元
文
化
の
再
認
識
と
活

性
化
を
促
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
３
日
（
日
）

　

正
午
〜
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　

な
な
い
ろ
館
前

問
ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
南
淡
路
㈱

　

☎
52
・
０
０
５
４

９
月
30
日（
金
）※
更
新
有
り

▽
勤
務
時
間　

午
後
４
時
〜
６
時

▽
賃
金　

時
給
１
０
０
０
円（
交
通

費
別
途
支
給
、労
災
保
険
加
入
）

（
❶
・
❷
共
通
事
項
）

◆
勤
務
先　

市
立
保
育
所
（
園
）

◆
応
募
資
格　

保
育
士
資
格

◆
選
考
方
法　

面
接
試
験

◆
申
込
締
切　

７
月
15
日
（
金
）

◆
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
と

資
格
証
の
写
し
を
添
付

◆
申
込　

福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

◆
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
上
旬
〜
８
月
下
旬

◆
食
堂
係
※
夏
季
の
み
も
可

▽
勤
務
時
間　

午
後
６
時
〜
10
時

◆
夏
季
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

▽
勤
務
時
間　

①
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
②
午
後
４
時
〜
10
時

※
賃
金
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
慶
野
松
原
荘
☎
36
・
３
３
９
１

消
防
職
員（
９
人
程
度
）

▽
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
月
）

〜
12
日
（
金
）

▽
対
象　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
高
等
学
校
を
卒
業
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国
際
交
流
サ
ロ
ン

　

カ
ヌ
ー
な
ど
海
の
活
動
を
通
じ

て
外
国
人
と
交
流
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
60
人
※
参
加
費
２
０
０
円

▽
申
込
締
切　

７
月
20
日
（
水
）

▽
申
込　

人
権
教
育
課

　

☎
37
・
３
０
１
９

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継
者
団

体
発
表
会
・
交
流
会

▽
日
時　

７
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館

問
淡
路
人
形
協
会
☎
37
・
３
０
２
０

地
学
の
会
イ
ベ
ン
ト

◆
沼
島
の
海
上
周
遊
と
地
質
散
歩

　

奇
岩
や
岩
礁
を
船
で
め
ぐ
り
、三さ
ん

波ば

川が
わ

変へ
ん
せ
い成
岩が
ん

の
地
質
を
見
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
集
合　

沼
島
汽
船
土
生
発
着
場

▽
参
加
費　

大
人
２
３
８
０
円
、

子
供
１
９
４
０
円
※
定
員
20
人

▽
申
込
締
切　

７
月
６
日
（
水
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
夏
休
み
地
学
展
示「
大
阪
層
群

　
の
地
質
と
化
石
展
」

▽
期
間　

７
月
24
日
（
日
）
〜

　

８
月
７
日
（
日
）

▽
場
所　

パ
ル
テ
ィ

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

働
く
婦
人
の
家

◆
手
ま
り
づ
く
り
教
室

▽
日
時　

７
月
14
日
（
木
）・
28

日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

▽
定
員　

10
人
※
材
料
費
実
費

◆
キ
ャ
ラ
弁
づ
く
り
教
室

▽
内
容　

夏
休
み
に
親
子
で
ク
ッ

キ
ン
グ
を
し
ま
す

▽
日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜

▽
定
員　

20
人
※
材
料
費
実
費

▽
申
込
締
切　

７
月
23
日
（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

❶
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ン
ガ
ー

▽
日
程　

７
月
27
日
（
水
）

▽
場
所　

児
童
館

❷ 

お
や
つ
作
り
（
グ
ミ
）

▽
日
程　

８
月
６
日
（
土
）

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

※
参
加
費
１
０
０
円

❸
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト

▽
日
程　

８
月
11
日
（
木
）

▽
場
所　

児
童
館
※
参
加
費
50
円

❹
オ
セ
ロ
大
会
※
参
加
費
50
円

▽
日
程　

８
月
18
日
（
木
）

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

❺
ア
イ
ス
作
り
※
参
加
費
１
０
０
円

▽
日
程　

８
月
23
日
（
火
）

▽
場
所　

児
童
館

❻
毛
糸
の
犬

▽
日
程　

８
月
26
日
（
金
）

▽
場
所　

児
童
館

❶
〜
❻
共
通
事
項

▽
申
込
締
切　

７
月
22
日
（
金
）

※
イ
ベ
ン
ト
開
始
時
間
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
で
す

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

南
淡
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

◆
絵
本
作
家
梅
田
俊
作
原
画
展

▽
内
容　
「
お
じ
い
さ
ん
も
よ
う

ち
え
ん
」（
梅
田
俊
作
、
佳
子

作
）
の
原
画
展
示

▽
期
間　

７
月
26
日
（
火
）
〜

　

８
月
21
日
（
日
）

◆
梅
田
俊
作
・
佳
子
先
生
に
よ
る

手
作
り
絵
本
教
室

▽
日
時　

８
月
21
日
（
日
）　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
持
参　

絵
を
描
く
道
具
・
の
り
・

は
さ
み
・
お
弁
当

▽
定
員　

40
人
※
無
料

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
必
要

▽
申
込
先　

南
淡
図
書
館

　

☎
53
・
０
２
３
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
上
村
源
之
丞
座
資
料
展

　
７
月
20
日
（
水
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
作
品
展

　
「
三
原
木で

こ偶
作
り
講
座
生
作
品
」

　

７
月
24
日（
日
）〜
11
月
４
日（
金
）

◆
雑
俳
展　
（
淡
路
雅
交
会
）

　
７
月
18
日
（
月
）
午
前
中
ま
で

◆
淡
路
人
形
の
絵
作
品
展

　

７
月
20
日（
水
）〜
８
月
７
日（
日
）

◆
淡
路
人
形
写
生
会

　
７
月
６
日
（
水
）
〜
10
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
用
具
は
各
自
で
用
意

◆
淡
路
人
形
絵
画
展
作
品
募
集

　
７
月
31
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継
者
団
体

発
表
会
写
真
募
集

▽
応
募
企
画　

４
つ
切
サ
イ
ズ

▽
申
込
締
切　

９
月
30
日（
金
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

「
淡
路
の
景
と
土
〜
淡
路
の
景

観
を
考
え
る
〜
」フ
ォ
ー
ラ
ム 

▽
日
時　

７
月
16
日（
土
）洲
本
市

内
ま
ち
歩
き
＝
午
前
10
時
〜
、フ

ォ
ー
ラ
ム
＝
午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

２
０
０
人
※
入
場
無
料

問
ひ
ょ
う
ご
ヘ
リ
テ
ー
ジ
機
構
Ｈ２
Ｏ

　

☎
０
７
９
９
・
62
・
３
４
６
７

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
シ
ン
ボ
ル
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー・ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
間　

８
月
１
日
（
月
）
ま
で

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

●お母さんに手紙をください
大手小町編集部編（飛鳥新社）

「私を本当のお母さんだと
思って、手紙を書いてくれま
せんか」掲示板『発言小町』
での呼びかけに集まったた
くさんの手紙。感謝、やるせ
ない気持ち、謝罪、決意など、
お母さんへのさまざまな思
いが詰め込まれています。

●ものしりひいおばあ
ちゃん（絵本塾出版）
緑公民館図書室
☎44-3008

●ホスピタルクラウン・Ｋちゃんが行く 笑って
病気をぶっとばせ！あんず ゆき文（佼成出版社）

クラウン（道化師）一座「プレ
ジャーＢ」のリーダーとして
活躍する傍ら、病院を訪れて
患者に笑いを届ける「ホスピ
タルクラウン」としても活動
する著者の心あたたまる奮
闘記。今年の小学校中学年
の部の課題図書です。
●世界でいちばん自分を愛し
て ３週間で人生が変わる幸せ
の習慣術中野 裕弓著（日本文芸社）
三原図書館☎43-5037

●はちぞうのぼうけん
室生 あゆみ作／葉 祥明絵（朝日学生新聞社）

羽があるけどチョウチョウ
じゃない。みつをすうけど
ミツバチじゃない。空を飛
ぶけど鳥でもない。ゾウに
にているけどゾウでもな
い。小さな小さなはちぞう
のふしぎなふしぎな物語。

●四季のことば辞典
西谷 裕子編（東京堂出版）
西淡公民館図書室
☎37-3028

●月曜美術館 休館日にそこに何が
起こっているのか小口 弘史著（祥伝社）

月曜日は休館日。だが、子ど
もたちは、 その日に美術館
の楽しさに酔う。なぜ？素人
館長の発想が美術教育の常
識を変えた！本書は全くの素
人館長が挑んだ、画期的「美
術館改革」の記録である。

南淡図書館☎53-0234

●ナイゾーくん
さいとう ゆうき作／さかい おさ
む絵（幻冬舎エデュケーション）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
会
費　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
87
回
天
体
観
測
会

「
土
星
の
衛
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

７
月
23
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜
※
参
加
費
無
料

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

無
料（
保
護
者
同
伴
）

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

囲
碁
大
会

▽
日
時　

７
月
５
日（
火
）午
前
９

時
〜
※
参
加
費
１
０
０
０
円

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
１
３
７

 

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土

月末整理

●７月の図書館カレンダー

初回トレーニング講習会
受講者募集

◉子ども連れの受講はできません

◉７月23日（土）はトレーニングルー

　ム器具点検のため臨時休業します
問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、

初回のみ講習会を受講していただきます。

　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 アドバイス 第２講習

10 日 10:00～ 13:00～ 15:00～

26 火 14:00～ 17:00～ 19:00～

※
文
化
体
育
館
で
は
、４
月
か
ら
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会（
第
１
講
習
時
間
）終
了
後
、イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す（
講
習
会
終
了
者
対
象
）

▽
応
募
規
定　

Ａ
４
版
白
色
の
用

紙
に
作
品
１
点
を
描
き
、
裏
面

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
未
発
表
の
作
品
に
限
る

▽
表
彰　

最
優
秀
賞
各
１
点
、
優

秀
賞
各
３
点
を
選
考
し
ま
す

※
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

▽
応
募
先　

淡
路
人
形
協
会

　

☎
37
・
３
０
２
０

講
演
会
「
子
ど
も
と
仲
良
く

す
る
10
の
方
法
」

▽
日
時　

７
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
講
師　

小
崎
恭
弘
氏
（
大
阪
常

磐
短
期
大
学
准
教
授
）

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

問
市
立
幼
稚
園
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

☎
36
・
２
８
３
５

第
26
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

▽
日
時　

７
月
２
日
（
土
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  

 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

10　11　12　13　14　15　16

17　18　19　20　21　22　23

24　25　26　27　28　29　30

31
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淡路島福祉会

南あわじ市神代地頭方943-4 TEL 0799-42-7012社会福祉法人淡路島福祉会 第２やすらぎ事業所

受講生募集 ・募集人数　30人
・場　　所　特別養護老人ホーム翁寿園
・受 講 料　66,800円（諸費用込み）
・申込締切　７月29日（金）
※詳しくは、お電話ください

介護員養成研修（２級課程）指定番号：淡路（洲健）第11-12-02号

・日　　程　８月10日（水）～10月22日（土）
・講義演習　平日の夜間約２～４時間
・介護実習　昼間の５日間 広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　　　　お気軽にお電話下さい            　　60歳以上の会員を募集しています

　㈳南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044



る」の思いから、大人が自信を持って子どもたちに手

本を示し、子どもたちは大人の背中を見ながら、素直

に健やかに成長してくれることを願っています。

　この会議は、子どもたちの健全育成を進めるための

ネットワークづくりを、推進するため開催します。

◆日時　７月８日（金）午後７時～
◆場所　西淡公民館
◆演題「冒険教育現場から見えてくる子どもたちの
　姿～今、育むべきは～」

◆講師　田中裕
ゆうこう

幸氏（国立淡路青少年交流の家所長）

※アジア国際子ども映画祭出品作品で、子どもが撮影し

　た優秀作品を上映します。ぜひ来場ください

問青少年育成センター☎ 37-3026

　

心のかけはし
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　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　７月11日（月）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　
　広報クイズ 育てようこころとからだと思いやり

子育て広場

平成23年６月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
６
月
号
の
正
解
は「
骨
切
り
」。62
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し（①・④ママひろば、②・③・⑤親子ひろば）
行事名 日時 内容

①バブルバス
づくり

８日
14:00～15：00

働く婦人の家、500円、15組

②ミニバッグ
づくり

15日
10:00～11：30

働く婦人の家、350円

③色彩心理パー
ソナルカラー講座

22日
10:15～11：45

働く婦人の家、500円、15組
講師上田恵子氏（スタジオアリュール）

④かき氷づくり
８月２日
14:00～15：00

働く婦人の家、200円、15組、タ
オル・お茶

⑤お出かけカ
ゴバッグ

８月８日
10:00～11：30

働く婦人の家、600円

子育て学習支援センターで６
月７日、ふれあい育児体験が
行われ淡路三原高校の生徒７
人が参加しました。生徒らは子
どもたちと遊びを通して、子育
てへの関心を深めました。

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ７月の開設日 場所 時間
みどり 1,6,8,13,20,22,27,29 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

せいだん 12,14,19,21,26,28 西淡保健センター

みはら 5,7,12,14,19,21,26,28 働く婦人の家

なんだん 1,6,8,13,15,20,27,29 南淡公民館

●年齢別ふれあいひろば
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ ０歳児
11日 10：00～ ベビーマッサージ、バスタオル

８月１日 10：30～ ちゃぷちゃぷ水遊び※要予約
りす １歳児

11日 10：30～ 水あそびおもちゃづくり※要予約
うさぎ ２歳児 11日

10：30～
親子水泳※要予約

ぞう ３歳児 ８月１日 歌あそび＆ダンス

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

～青少年健全育成市民会議開く～

▲昨年の市民会議の様子。毎年
7月に開かれ、多くの人たちが参
加しています

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲ビデオテープ、ＣＤをゴミ分別する場
合は？

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・水・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 51,340人（前月比－49人）
　（男）　 24,767人（前月比－25人）
　（女）　 26,573人（前月比－24人）
●世帯数 18,603世帯（前月比＋18世帯）
　　　　　　　　※平成23年６月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
北本竜太郎（阿　万）

中山　智康（賀　集）

岡本　一孝（北阿万）

菊川　輝夫（　湊　）

坂田　友生（福　良）

島田　正行（　市　）

田渕　　悠（八　木）

川井　祐基（　湊　）

幸　城世次（榎　列）

柏木　　龍（八　木）

亀井　達文（　市　）

北野　　正（洲本市）

三善　裕二（賀　集）

柏木　智愛（松　帆）

柏木　巳佳（八　木）

中野　靖子（神　代）

原　　知子（志　知）

岩本　　光（徳島県）

髙岡　友香（神戸市）

木津　愛美（福　良）

髙木　祐未（淡路市）

福岡　真希（洲本市）

山田　里奈（洲本市）

正木美奈子（神　代）

安井　昌美（広　田）

正木　越子（　市　）

５ 月 19 日

５ 月 22 日

５ 月 25 日

５ 月 28 日

５ 月 28 日

５ 月 28 日

５ 月 28 日

５ 月 29 日

５ 月 29 日

５ 月 30 日

６ 月 ８ 日

６ 月 ８ 日

６ 月 15 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

岡本　文男

木本　恒雄

山下　美秋

長谷　　夫

細川　彦一

西本　秀一

村本一二三

増田　武義

石田　經一

島田　　勉

山下タメノ

刑部　岩男

中村ハナヱ

賀 集

阿 万

市

倭 文

志 知

灘

神 代

松 帆

神 代

神 代

津 井

賀 集

松 帆

86

75

87

83

92

54

78

88

70

82

97

75

88

５月 13 日

５月 16 日

５月 16 日

５月 18 日

５月 18 日

５月 19 日

５月 20 日

５月 21 日

５月 22 日

５月 22 日

５月 22 日

５月 25 日

５月 26 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

森　琉
る い な

衣菜

木村　琉
る み な

愛

大西　琉
る な

愛

藤本紗
さ ゆ な

優菜

安田稀
の の か

乃花

吉田　　 葵
あおい

池田涼
りょうたろう

太郎

濱口真
し ん た ろ う

大朗

喜田　聖
せ い ま

麿

富貴　翔
しょうま

雅

塩濱　蒼
そ う た

太

髙岡　　 匠
たくみ

堂丸ここね

前田　鈴
す ず か

花

坂本　透
と う ま

真

井内　海
み う

羽

木田　菜
な ゆ

結

小橋　美
み ず き

月

興津　祐
ゆ な

那

椚田　心
み ひ ろ

優

三木　有
ゆ ま

真

楠木瑚
こ こ な

々菜

西野　愛
あ む

舞

小南　結
ゆ な

奈

林　　凛
り く

空

東中　望
の の

乃

藤井　瑚
こ な つ

夏

立石健
け ん た ろ う

太郎

岩井　　 華
はな

吉田　和
の ど か

花

齊藤　煌
こ う き

貴

平川　創
そ う た

太

女

女

女

女

女

女

男

男

男

男

男

男

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

男

女

女

男

男

隆 喜

聡 伺

隆 光

大 輔

周 司

尚 弘

直 司

大 志

直 樹

俊 昭

武 仁

尚 史

宣 行

聡

宏 樹

裕 朗

克 也

誠 史

隼 人

和 美

有 規

章 博

静 香

博 稔

大 輔

勇 男

宏 樹

直 也

佐 栄 子

哲

良 典

慎 太 郎

倭 文

福 良

市

福 良

神 代

神 代

湊

市

市

榎 列

榎 列

松 帆

神 代

福 良

尼崎市

阿那賀

神 代

松 帆

潮美台

志 知

志 知

市

倭 文

神 代

神戸市

阿 万

広 田

神 代

倭 文

市

八 木

志 知

５ 月 ４ 日

５ 月 11 日

５ 月 12 日

５ 月 12 日

５ 月 12 日

５ 月 12 日

５ 月 13 日

５ 月 14 日

５ 月 15 日

５ 月 17 日

５ 月 18 日

５ 月 18 日

５ 月 22 日

５ 月 22 日

５ 月 24 日

５ 月 25 日

５ 月 25 日

５ 月 25 日

５ 月 27 日

５ 月 27 日

５ 月 27 日

５ 月 28 日

５ 月 28 日

５ 月 29 日

５ 月 29 日

６ 月 ２ 日

６ 月 ２ 日

６ 月 ４ 日

６ 月 ５ 日

６ 月 ５ 日

６ 月 ７ 日

６ 月 ９ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

前原　　　

上田ちづ子

坂本　欽助

高木　悦子

辻本　一一

北條万千代

阿部　清子

谷池　泰責

藤田喜代一

西郷　康治

中郷　榮一

奥濱こたか

八 木

榎 列

阿 万

市

灘

市

阿 万

津 井

榎 列

灘

神 代

阿 万

78

82

82

67

88

90

78

85

81

61

88

73

５月26日

５月27日

５月27日

５月27日

５月27日

５月27日

５月28日

５月28日

５月28日

５月29日

５月29日

５月30日

氏名 年齢 地区 死亡日

福島こよし

三原スギシ

小西　鷹子

石上ミヱ子

立花　明和

宮本　篤司

　山　春枝

土佐　征義

⻆所　一志

中原　嘉久

原口　利香

阿 万

津 井

榎 列

八 木

広 田

福 良

阿 万

榎 列

榎 列

阿那賀

北阿万

89

86

78

90

84

35

94

67

73

82

47

５月 30 日

６ 月 ２ 日

６ 月 ３ 日

６ 月 ６ 日

６ 月 ６ 日

６ 月 ８ 日

６月 10 日

６月 10 日

６月 13 日

６月 13 日

６月 15 日

死亡

　日頃は、ゴミ分別収集

によるゴミの減量化・資源化にご協力をいただき

ありがとうございます。今回のクイズは、分別収

集に関する問題で

す。写真のビデオ

テープ、ＣＤは、

どの分別品目に入

るでしょうか？

働く婦人の家
で開催します

子育て学習支援センターで６

幸

※平成 22年度登録者で「はじめましてカード」をまだ受け取っ
てない人は、子育て学習支援センターに取りに来てください

　子どもたちは、限り

ない可能性を秘めた、

私たちのまちの大切な

「跡継ぎ」です。その

子どもを取り巻く環境

は、今危ないといわれ

ています。

　市では「地域の子ど

もは、地域で守り育て

①可燃ごみ

②容器包装プラス

チック

③ペットボトル



照強  ・  善富士郷土力士が来庁

1819

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2011.7.1発行

棟
施
工
方
法
の
耐
震
試
験

広報 

地
元
で
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
挙
式
を
Ｐ
Ｒ

頑
張
ろ
う
東
北
・
支
援
バ
ザ
ー

支
援
物
資
を
再
活
用

淡
路
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

全
日
本
瓦
工
事
業
連
盟

川上彰さんカッターで仏像を制作
　丹念に彫られた 53体の仏像。これらの作品は津井地区公民館長の川

上彰さん（津井）がカッター１本で丁寧に木を彫り作り上げた作品です。

中学校の技術科担当教諭でもあった川上さんは５年前奈良で十二神将立

像を見て感動を覚え、仏像を作り始めました。写真を参考に、弥勒菩薩

や千手観音像、阿修羅像なども手がけ、先月広田で作品展を行いました。

　川上さんは「ものづくりをするのは楽しい。機会があれば地域の子ど

もたちにもものづくりの楽しさを伝えたい」と笑顔で話していました。

▲照強（福岡翔輝さん）5月24日来庁　

た
ち
で
運
営
、
販
売
を

行
い
ま
し
た
。
販
売
さ

れ
た
品
物
は
、
冬
物

の
衣
類
や
下
着
、
靴
下

な
ど
約
２
ｔ
。
同
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
島

が
支
援
物
資
を
宮
城
県

オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
１

地
元
特
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

　「技量審査場所」となった 5月場所を終えた 2人

の郷土力士、伊勢ヶ濱部屋の照
てる

強
つよし

（福岡翔輝さん）

が５月 24日に、また、同部屋の善
よし

富
ふ じ

士（南聖也さん）

が５月 26日に、市役所を訪れて中田市長に近況を

報告しました。応援していただいている故郷の人た

ちに応えるよう、さらなる稽古に励んで、昇進への

意欲を語りました。

▲シーパでの２日間のバザーで義援金22
万2325円が集まりました

７
積
み
し
か
記
載
例
が
無
か
っ
た

た
め
、
今
回
ア
メ
リ
カ
で
ハ
リ

ケ
ー
ン
対
策
用
に
開
発
さ
れ
た
瓦

専
用
接
着
剤
「
ポ
リ
ホ
ー
ム
」
を

使
用
し
、
の
し
瓦
16
段
積
み
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
準
拠
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
全
国
か
ら
同
連
盟
の
関
係
者

約
90
人
が
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
「
今
後
も
淡
路
か

し
い
。少
し
で
も
協
力
で
き
れ
ば
」

と
買
い
物
に
来
て
い
ま
し
た
。
同

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
島
の
木

村
幸
一
代
表
（
淡
路
市
）
は
「
現

場
の
状
況
は
刻
々
と
変
わ
っ
て
い

る
。
今
後
も
被
災
地
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ス
し
て
食
べ
る
の
が
大
好

き
。
今
日
は
ゲ
ー
ム
で
大
声
を
出

し
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
迎
え
る
内
海
葉
月
さ

ん
（
福
良
）
は
「
参
加
す
る
こ
と

で
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
絆
が
深

ま
り
、
ま
た
成
人
式
で
の
衣
裳
や

メ
イ
ク
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

の
玉
ね
ぎ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
玉

ね
ぎ
の
振
舞
い
や
玉
ね
ぎ
ア
イ
ス

の
早
食
い
競
争
、
玉
ね
ぎ
を
引
き

抜
き
重
さ
を
当
て
る
ゲ
ー
ム
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
シ
ー

パ
で
６
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間

「
頑
張
ろ
う
東
北
・
支
援
バ
ザ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
バ

ザ
ー
は
被
災
地
を
支
援
し
て
い
る

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
復
興
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
島
と
連
合

婦
人
会
（
奥
井
光
子
会
長
）
の
人

七
ヶ
浜
町
に
届
け
た
際
、
同
町
が

使
用
せ
ず
保
管
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
衣
類
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
商

品
を
選
別
し
、
状
態
の
よ
い
も
の

を
今
回
の
バ
ザ
ー
で
販
売
し
、
義

援
金
を
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

牧
浦
せ
つ
子
さ
ん
（
福
良
）
は

「
東
北
が
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ

鬼板師川﨑忠之さん発泡スチロールの巨大鬼面
　高さと幅が２．５ｍある発泡スチロール製の鬼面。「見る人に衝撃を与えたい」

と２月に神戸で開催された企画展に鬼板師川﨑忠之さん（津井）が制作したも

のです。川崎さんは大学卒業後、淡路や静岡県の鬼板師の元で修行し、現在津

井の工房で主に鬼瓦を制作しています。同鬼面は発泡スチロールを電熱線で切

り、ワイヤブラシで表面を削り波打たせた質感を作り迫力を出させました。

　川﨑さんは、「コンペやイベントがあればまた展示したい。運ぶのは大変で

すが、みなさんに鬼の不思議な魅力を知ってほしい」と笑顔で話していました。

南あわじ情報コミュニティ愛犬とともに淡路を満喫
　ＮＰＯ法人南あわじ情報コミュニティが３月に淡路島わんちゃん観光マップ

を完成させました。同法人は島内の情報をネットで発信している団体。愛犬と

ともに淡路を満喫してほしいと、くにうみ協会の助成金を得てマップを作成し

ました。同法人の沼田浩孝理事（神代）は「淡路への観光客の１割以上は犬を

連れた観光客です。島内には犬とともに観光する施設や飲食店が多くなってき

たので、多くの人に利用していただきたい。情報収集し、また秋に施設をより

充実させたマップを作成したい」と話していました。

▲削る際、発泡スチロールは粘土に比べ足りな
い部分の付けたしが難しかったと話す川﨑さん

▲マップはＡ３カラー。島内の主な観光施設や犬
連れでいけるレストランや宿泊施設など19施設や
動物病院などが掲載されています

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
６
月
19

日
淡
路
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
１
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
ホ
テ
ル
や
美

容
室
、
写
真
館
な
ど
ブ
ラ
イ
ダ

ル
の
関
連
企
業
な
ど
を
含
む
実

行
委
員
会
が
主
催
。
模
擬
挙
式
や

▲全国から七ヶ浜町に集まっ
た支援物資を販売

　
「
玉
ね
ぎ
」
と
大

声
で
叫
ぶ
ゲ
ー
ム
に

参
加
し
優
勝
し
た
春

名
優
大
く
ん
（
４

歳
・
神
戸
市
）
は
「
淡

路
の
玉
ね
ぎ
は
甘
く

て
美
味
し
い
。
生
で

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
６
月
４

日
、
５
日
、
11
日
、
12
日
の
４
日

間
、
オ
ニ
オ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
１

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
今
年
で
３
回
目
。
地
元
特
産

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
で
6
月
23

日
、
全
日
本
瓦
工
事
業
連
盟
の
要

請
を
受
け
棟
回
転
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
連
盟
が
奨
励
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
工
法
で
施
工
さ
れ
た

住
宅
は
東
日
本
大
震
災
で
も
屋
根

や
棟
の
被
害
が
非
常
に
少
な
か
っ

た
事
か
ら
、
さ
ら
に
こ
の
工
法
を

推
し
進
め
る
た
め
、
現
在
の
し
瓦

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
モ
デ
ル
に
は
、
市
の
歴

代
成
人
式
実
行
委
員
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と

来
年
の
新
成
人
た
ち
16
人
が
結
婚

へ
の
夢
や
希
望
を
与
え
た
い
と
参

加
し
ま
し
た
。

▲「玉ねぎ」と大声をだして声
の大きさを競うゲーム

▲玉ねぎのエキスを混ぜこんだアイスクリーム。
玉ねぎの甘みが感じられます

※マップは主要観光施設に設置されています。また「まるごと淡路島」というホームページからもダウンロ
ードできます

▲模擬挙式でウェディング姿を披露するグループ代
表の真野あかねさんは、「今後も若い力で地元のよさ
をＰＲしたい。そして少しでも若い人たちが戻ってきて
くれれば」と話していました

▲グループが同イベントに参加す
るのは今年で２回目となります

▲使う材木は主にヒノキ。彫る際、川上さん
は「顔が人間になってしまい仏の顔を作る
のが難しかった」と振り返ります

ら
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
地
震

や
台
風
に
強
い
防
災
瓦
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

▲全瓦連では「ガイドライン工法は
すでに東日本大震災の復旧に活用
しているが、新工法は和形屋根の復
権に必須である」と確信している

▲善富士（南聖也さ
ん）５月26日来庁　
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広報 

　
「
正
保
（
１
６
４
４
〜

１
６
４
７
）国
絵
図
」に
山
添
村

と
あ
る
。北
西
部
に
山
を
背
に

し
て
東
に
向
か
っ
て
集
落
と
耕

地
が
開
か
れ
て
い
る
。明
治
十
年

に
納

お
さ
め

村
と
合
併
し
、明
治
十
六

年（
１
８
８
３
）、分
村
し
た
。明

治
二
十
二
年（
１
８
８
９
）に
広

田
、中
ち
ゅ
う
じ
ょ
う
条
、納
村
と
合
併
し
て
広

田
村
が
成
立
し
、そ
の
大
字
と

な
り
、昭
和
三
十
二
年
に
緑
村
、

昭
和
三
十
五
年
、緑
町
の
大お

お
あ
ざ字

と
な
る
。北
西
部
の
通
称
城
の

台
の
山
頂
に
、中
世
末
期
の
山

添
城
跡
が
あ
る
。地
名
の
由
来

は
地
形
か
ら
で
あ
ろ
う
。こ
の
村

で
小こ

字あ
ざ

名
の
う
ち
久く

じ

め
次
米
は
、

最
も
地
番
の
多
い
地
名
で
あ
る
。

『続三原郡史』山 

添
（
や
ま
ぞ
え
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

地
形
か
ら
…

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

※第７編 各説 地名の改変 三原郡の大字名と冠称の由来から抜粋

地
名
の
由
来 

そ
の
25

　沼島で獲れた鯵
アジ

などを地元漁師が調理し、自信を持って振る舞いま

す。これを機に沼島の美味しい魚をご堪能ください。※なくなり次第終了

◆日時　７月17日(日)午前10時～午後３時
◆場所  イングランドの丘農漁業体験施設
◆内容  鯵（焼き物・刺身・たたき）やその他の振舞い、直売など
問水産振興課☎37-3013

広
報
南
あ
わ
じ
　
2011.7.1　

No.78　
編
集
発
行
：
南
あ
わ
じ
市
総
務
部
情
報
課
／
〒
656-0472 兵

庫
県
南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
18番

地
27　

TEL（
0799）43-5003　

FA
X（
0799）43-5103

沼島で獲れた鯵
アジ

などを地元漁師が調理し、自信を持って振る舞いま

ぬしまフェア

　3，400発の打ち上げ花火が、色鮮やかに夏の夜空を彩り

ます。

◆日時　７月30日(土)※荒天時翌日順延
         午後６時～８時45分
◆場所  慶野松原海水浴場周辺
※駐車場に限りがありますので乗り合わせで会場にお

　越しください。大会翌朝午前６時からの清掃活動に

　ご協力をお願いします

問商工観光課☎37-3012　

慶野松原花火大会

　

広
田
の
西
、西
流
す
る
倭
文

川
の
支
流
長
田
川
の
流
域
に
あ

る
。貞

じ
ょ
う

応お
う

二
年（
１
２
２
３
）の

「
淡
路
国
大お

お

田た

文ぶ
み

」に
、三
原
郡

の
国
領
の
う
ち
に
長
田
村
が
見

え
る
。地
頭
は
駿す

る

河が

出
身
の
関

東
御ご

家け

人に
ん

船ふ
な

越こ
し

右う

衛え

門も
ん
の

尉じ
ょ
う。村

名
は
長
田
川
の
流
域
で
長
谷
の

転
訛
と
い
う（『
味み

地ち

草く
さ

』）。小こ

字あ
ざ

名
の
数す

川が
わ

、水み
ず
た
に谷

、原は
ら

田だ

、上か
み

条じ
ょ
うと

い
う
地
番
が
多
い
。

【
続
三
原
郡
史
読
者
の
声
】

「
何
年
も
か
か
っ
て
作
ら
れ
た
ご
苦
労

に
感
嘆
の
声
が
出
ま
す
」「
地
名
の
由

来
も
興
味
深
く
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

知
る
喜
び
を
得
ま
し
た
」

限
定
版
！
三
原
郡
史
の
続
編

倭 

文
長
田
（
し
と
お
り
な
が
た
）

長
谷
の
転て
ん

訛か

…
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